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	１．まえがき
	現在、日本近海に眠っている海底資源の存在が注目されており、メタンハイドレード、海底熱水鉱床等が将来の国産資源として期待されている。これら海底資源の調査を広い海域に渡って効率的に実施するためには、海洋上における観測データの分析や多数の知見者との調査方法の検討等が重要である。しかし、現時点で、海洋上で利用可能な通信手段である衛星通信については、現状の通信環境では数百kbps程度までの低速な通信サービスの提供がほとんどであり、大規模な観測データの分析や多数の知見者とのデータ共有等は陸上拠点に持ち帰って行...
	本研究開発では、ICTを活用した生活資源対策として、このようなデジタルデバイド状態を解消し、海底資源調査の効率化に資するため、海洋上の資源調査船からHDTVクラスの高精細画像のリアルタイム伝送等を実施可能とする伝送容量10Mbps級の通信速度を実現する衛星地球局を開発することを目的とする。
	２．研究開発内容及び成果
	小型・軽量かつ省電力で、10Mbpsクラスの伝送速度を実現する資源調査船に搭載可能な衛星地球局を開発した。
	開発した衛星地球局が、到達目標の各項目を満たすことを確認したほか、衛星捕捉・追尾機能の向上技術により、海洋上での大きな動揺においても通信が確保されるとともに、開発した衛星地球局が実際に通信サービスを展開する商用衛星に適用可能であることを実証実験を通じて確認した。
	2.1　EIRP増加技術
	高速伝送と小型化を実現するため、現状で広く普及している衛星移動体通信で使用されているL帯及びKu帯より高い周波数であるKa帯を用いる衛星地球局を提案した。情報通信研究機構（NICT）では陸上におけるKa帯移動体衛星通信の研究開発実績があり、開発品の機能性能実証に必要なKa帯衛星として超高速インターネット衛星「きずな」（WINDS）の利用が可能であった。
	開発にはWINDSの海洋上ビームにて6.5Mbpsの伝送能力を有する既存車載局をベースとすることで開発期間およびコストの低減化を図った。WINDSの海洋上ビームを用いて10Mbpsの実現に必要なEIRPを試算したところ、56.5dBW以上が必要であるが、既存車載局のEIRPは55.5dBW以上であり、1dB以上のEIRP増加が必要であった。EIRPの増加のため、アンテナ径の増加、送信電力の増加、送信機器のロス軽減の3つについて検討した。
	アンテナ径の増加は基本計画書で要求される寸法を逸脱する可能性があるため、レドームサイズと合わせて検討する必要があった。送信電力の増加については消費電力の増加に直結することと、アンテナ径との関係によってはサイドローブ特性や軸外EIRP特性等を満足できない可能性が高いため、慎重に検討する必要がある。ロス低減については、導波管の材質等を見直しても効果は小さいため、今回の検討からは除外した。
	最終的に、2.3項に示す省電力化も考慮し、これまでWINDS向けの衛星地球局で使用してきた既存電力増幅素子GaAsに代えて、消費電力及び動作許容温度の点で優位性のある新規電力増幅素子GaNを採用した電力増幅部を開発した。また、レドームの再設計を行うことで、レドーム外径に対してレドーム内部の空間を広げることを可能とし、既存の車載局と同程度の設置直径でアンテナ径を65cmから80cmに大型化することが可能となった。
	これらの研究開発により、既存車載局と同じ送信電力でEIRPを2dB以上増加することが可能となり、小型衛星地球局におけるEIRP増加技術を確立した。
	2.2　衛星捕捉・追尾性能向上技術
	陸上移動体と比較して、波の動揺の影響が大きいため仰角方向（El）の駆動範囲を広げる必要がある。搭載を想定している調査船を保有する国立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC）と情報交換を行うとともに、動揺状況のシミュレーションを実施し、アンテナのEL軸の駆動範囲を既存車載局の20 〜160 から、-20 〜160 まで駆動可能とすることとした。2.1項での検討と合わせて、アンテナ径80cmでEL方向の駆動範囲が-20 〜160 のアンテナを設置外形1m×1m×1mのレドーム内に収容可能とするた...
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